
令和６年度東京都小学校理科教育研究会 

研究推進委員 募集要項 
1 趣旨 

東京都小学校理科教育研究会(以下「都小理」)は、都内各区・市・町・村における理科教育の研究活動を

推進する教員を都小理研究部研究推進委員とし、その研究を通して、東京都の小学校教育の向上を期するこ

とを趣旨とする。また、令和６年度東京都小学校理科教育研究会研究発表会の開催に向けて研究理論を構成

し、この理論に基づいた実践を行う。 
 
２ 実施主体 

研究推進委員が所属する４つの領域（エネルギー、粒子、生命、地球）についての研究推進委員会（４委員

会）の設置、並びに、研究部会の企画・運営等は、役員会が行う。 
 
３ 任務 

研究推進委員は、都小理の実施する次に掲げる事業に関する研究を行い、その成果を所属する研究推進委員

会、並びに、所属する学校、所属する区市町村等の理科部会における研究活動に寄与することを任務とする。 

（1）研究全体会 〔第１回：令和６年５月１９日（日）、第２回：令和６年７月３０日(火) 開催予定〕 

年度内に原則２回開催する。第１回研究全体会において、研究部長は①研究推進委員に活動計画（基本方

針、研究主題、組織、検討内容等）、②年間計画（４つの領域別研究推進委員会の年間計画を含む）、③研

究概要（研究の進め方）等からなる研究活動の方針を示して承認を得るとともに、各領域別研究推進委員会

の第１回委員会を開催する。第２回研究全体会は、夏季集中研究会の初日に開催する。 

（2）定期総会 〔令和６年５月１９日（日）開催予定〕 
① 都小理総会において、研究推進委員と今後の研究活動の方針を確認する。 

② 会長から研究推進委員(代表)に委嘱状を付与する。 

（3）夏季集中研究会〔令和６年７月３０日(火)、３１日(水)開催予定〕 
令和６年７月下旬の２日間で研究推進委員が参加する夏季集中研究会を開催し、研究部会と４委員会を

集中的に推進する。本研究会の内容については実態に応じて研究部で調整する。 

（4）研究部会 
会長、研究担当副会長、研究部長、研究副部長、領域別研究推進委員会委員長及び副委員長、小委員会

に所属する研究推進委員（リーダー研究推進委員）で構成し、原則として毎月開催する。 

① 領域別研究推進委員会（４委員会） 

エネルギー研究推進委員会、粒子研究推進委員会、生命研究推進委員会、地球研究推進委員会の４

つの領域別研究推進委員会（４委員会）を構成する。各領域別研究推進委員会は原則として毎月開催

し、研究部長が総会の基調提案で示した課題の解決に向けて、各領域別研究推進委員会が定めた年間

計画、活動計画に基づいて、理論を構築するとともに、指導案を作成して授業提案をする実践型の研

究を行う。 

② 小委員会 
小委員会は「会長」「研究担当の副会長」「正副研究部長」「研究推進委員の中から研究部長が推

薦し、会長が承認した者（リーダー研究推進委員）」で構成し、研究部の中に置く。小委員会委員長

は正副研究部長の内１人が兼任する。小委員会は必要に応じて研究部長が開催し、研究部会に提案す

る内容や領域別研究推進委員会の研究内容と研究活動方針との連携を図るなど、都小理の研究の根幹

と理論を構成する。 

（5）研究発表会 
① 研究発表会 〔令和７年２月２１日(金) 開催予定〕 

令和６年度東京都小学校理科教育研究会研究発表会において、研究発表、並びに、発表内容に準拠し

た公開授業を行う。 

② 領域別研究発表会〔令和年１０月～１１月 原則、領域別研究推進委員会ごとに委員長の学校を会場

に開催〕 

各領域別研究推進委員会は､１０月から１１月の間に公開授業の伴う､門戸を開いた研究会を開催する｡ 

（6）研究報告書 

研究内容、調査、実践事例、指導計画、指導案等の研究成果を、都小理の会報及び都小理研究紀要等に

掲載する。 



４ 研究部組織と定員数 
  
 

 
 

※部長１人、副部長２人。各領域別研究推進委員会 委員長は１人、副委員長は１～２人。 

担当校長、担当副校長の人数の上限は設けない、研究推進委員の募集人数の上限は設けない。 

 
５ 研究推進委員候補者の推薦、研究推進委員の決定・委嘱 
（1）資格 

所属長の推薦を受けるとともに、以下の①～④を満たす者。 

① 令和５年度 都小理研究推進委員を経験した者。 

② 勤務校の区・市・町・村の理科研究会に所属、又は理科教育に関心があり研究活動に熱心に参加す

る意欲がある者。 

③ 理科の指導について研究を深め、勤務校をはじめ、他の学校において研究成果を広める役割を果た

す意欲がある者。（東京都研究開発委員、東京都教育研究員の経験者及び受講者等） 

④ ①または②の用件を満たし、所属長の推薦の他に、区・市・町・村理科研究会担当校長、または、

都小理役員の推薦が得られる者。 

ただし、理科研究会が設置されていない区市町村の場合は、都小理役員会の推薦に代えることが

できる。また、令和５年度の都小理養成研修部の「研究員」「シニア研究員」受講者は、都小理養

成研修部長が推薦する。 

（2）推薦手続き 
候補者がいる場合は、所属長が区・市・町・村理科研究会担当校長または、都小理役員の推薦を得て、

別紙書類を用いて候補者を会長に推薦する。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      
（3）提出書類 

令和６年度東京都小学校理科教育研究会研究推進委員推薦書〔別紙 様式１〕（以下、｢推薦書｣） 

（4）提出期間・提出先 
① 提出期間：令和６年２月１６日(金)～令和６年７月３１日(水) 

② 提出先  ：所属を希望する４領域研究推進委員長に、都交換便や郵送等で推薦書を送付する。 

※領域別研究推進委員会の委員長は、担当委員会の名簿を電子データで作成し、集約した委嘱状のコ

ピーを保管するとともに、堀越研究副部長に原本を送付する。名簿の様式は研究部長が定める。 

（5）研究推進委員の決定及び委嘱 
推薦を受けた研究推進委員の候補者から、会長が研究推進委員として委嘱する。委嘱状は定期総会の

開催日以降に発行し、領域別研究推進委員長を通じて総会開催後に各委員に渡すものとする。 

（6）その他 
① 研究推進委員が領域別研究推進委員会や研究会、研究発表会、研究部会に参加する際は、東京都教

職員研修センターが認める研修会への出張とすることができる。 

② 令和５年度都小理研究推進委員である者は、「令和６年度 研究部研究推進委員 推薦書」の推薦者

欄を省略することができる。 

 

 
 
 

【問い合わせ先】 
東京都小学校理科教育研究会 研究副部長 
府中市立白糸台小学校長 堀越 新一  
〈住所〉〒183-0011 東京都府中市白糸台２－１６ 
〈電話〉042-365-2650 〈ＦＡＸ〉042-334-0876 

 

         ※「本要項」及び「推薦書」等は、都小理ホームページからダウンロードできます。 

小委員会 

部長 

副部長 

エネルギー研究推進委員会 粒子研究推進委員会 生命研究推進委員会 地球研究推進委員会 



（別紙） 都小理 研究部研推委員推薦書 送付先〔令和６年３月３１日まで〕 

※都庁交換便、または郵送にて、希望する領域の領域別研究推進委員長に送付する。 

 

領域名 
送   付   先 

（領域別研究推進委員長宛） 

問い合わせ先 

（住所・電話番号等） 

エ ネ ル ギ ー 
杉並区立松ノ木小学校 

  校長 笠原 秀浩 宛 

〒166-0014  

杉並区松ノ木１-２-２６ 

℡ ０３-３３１３-２４６４ 

粒   子 
大田区立清水窪小学校 

    校長 竹花 仁志 宛 

〒145-0062 

大田区北千束１-２０-１５  

０３－３７１８－３５３６ 

生   命 
三鷹市立井口小学校 

   校長 五味川 直季 宛 

〒181-0011 

三鷹市井口３-７-１１ 

℡ ０４２２-３１-５５２１ 

地   球 
世田谷区立城山小学校 

    校長 佐藤 弘典 宛 

〒154-0022   

世田谷区梅丘２－１－１１ 

℡０３－３４２９－２０４７ 

＊令和６年３月３１日(日)までの送付先とする。 


